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第 113回 

『「継続は力なり」 〜 「時代を読む 具眼の士」 〜』 

2022 年 6 月 11 日ハイブリッド形式『メデイカル・カフェ in 菊名』（画像 1）

で講演の機会が与えられた。 講演では【『社会をよく見て、「がん」から学ん

だものを生かす ＝ 社会性(ソシアリテイ)(新渡戸稲造:1862-1933 の精神）、

『勝海舟の屋敷があった赤坂で、講演に呼ばれた。『勝海舟:1823-1899 の胆力 

〜 がん哲学外来の心得 〜』は時代的要請となろう。 母を亡くして 悩んでい

るクララに対して、勝海舟の奥さん（たみ）の言葉；『悲しい時には 私達の所

へいらっしゃい、一緒に泣きましょう、そしてあなたが 仕合せな時には 一緒

に笑いましょう。さあ勇気をお出しなさい、—— これから先の長い年月のことは

考えず、今日という日以外には 日がないと思って ただ毎日をお過ごしなさい』

は、「訪れる人を 温かく迎い入れる」原点でもあろう。】と語った。 zoom と

対面での個人面談後、平林知河 牧師の司会のもとで 参加者の質問を受けた。 

雑誌の編集部の方も見学に来られていた。 大変、有意義な貴重なひと時となっ

た。 

 

筆者が代表を務める南原繁(1899-1974)研究会から、『南原繁における学問と政

治』（発行：横濱大氣堂）が届いた（画像 2）。 筆者は、『まえがき』で、【本

書は、2021 年 11 月 3 日に学士会館で開かれた第 18 回南原繁シンポジウムの講

演等の記録を中心に、その他 東京大学ホームカミングデーの南原セミナーの講

演、2021年 8月末に開かれた第 10回夏期研究発表会で報告された論文などを収

めた本であります。 南原シンポジウムは、2004 年に第 1回が始まり、継続は力

なりと言いますが、本年は第 18 回でした。 南原繁は、このコロナの時代に生

きておられれば、どのような発言をされたであろうかと興味があります。―― 

南原繁が東大総長時代の法学部と医学部の学生であった 2 人の恩師から、南原

繁の風貌、人となりを直接うかがうことが出来ました。 南原繁は、「高度な専

門知識と幅広い教養」を兼ね備えている人物であり、「視野狭窄にならず、複

眼の思考を持ち、教養を深め、時代を読む 具眼の士」でありました。 これま

で学んできた南原繁の言葉は、まさに「言葉の処方箋」となって、私に迫りま

す。―― 】と記述した。  

 

「人生邂逅は、人知・思いを超えて進展する」ことを痛感する日々である。 
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